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コ ウ ラ イ エ ビ Penaeus orientalis

 KISHINOUYE の研究-V

授 精 と 発 生

岡 正 雄

Studies on Penaeus orientalis KISHINOUYE -V 

    Fertilization and Development

Masao OKA

  Spawning of the prawn usually takes place after 12 o'clock midnight. 
At the same time, the pressure of mortar-shaped pieces which have press-
ed the front brim of the lid of the thelycum at the base of the 4 th am-
bulatory legs is loosened, and the spermatozoa are discharged through 
the apertures. The spawned eggs are carried near the opening of the 
thelycum by the hairs about the genital pore and the front end of the 
thelycum. The eggs at the same time extrude some jelly-like substance to 
facilitate catching the spermatozoa. This extruded jelly-like substance, 
remaining around the eggs for some time after fertilization, disappears 
about 10 minutes after its extrusion. The fertilized eggs are hatched after 

34 hours at a water temperature of 18-20°C, and each transformed into a 
zoea 6 days after hatching, and into a mysis 14 days after. The mysis is 
metamorphosed into a post-larva 21 days after, and it completes its 
metamorphosis and becomes a young prawn 50 days after hatching.

クルマエビ科に属するエビは排卵期の数か月前に交尾するが,コ ウライエビも同様で雌

は11月 中旬頃1)交 尾し,そ の際受けた精子を排卵期まで雌性生殖補助器2)内 に保存 し排卵

が始まると同時に放出 して卵 と授精させている.ま た授精後の卵の発生経過についてはク

ルマエビ3)と大差ないが,親 エビの形態に違いがあるように発生中のそれぞれのステイジ

においても相違点がみ られ るので,特 に目立 った卵内発生および幼生発生における形態上

の特微を列記した.

材 料 と 方 法

発生経過について観察した材料は排卵促進をおこなって採卵し孵化 させたものである.

親 エビは1966年4月 上旬黄海漁場において底曳漁業により漁獲 されたものの うち生きてい

るものを,1m×1m×1mの キャンバス水槽に40尾 あて入れ,2時 間ごとに水を換え2

この研究は農林水産特別試験研究費によったものである.
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日頃にわたって海上輸送したのち飼育槽にうつした．飼育槽は塩化ビニー・一ル製で大きさは

1．70m×2．50m×0．75mである．飼育には海水約2トγを入れ濾過循環しっっ70尾を約2

週間飼育し，その間海水のPHは8．3から7．6に変っていた．2週間の予備飼育後，採卵用

の水槽に移したが，この水槽は0．70m×1．50rnO．65　mのコγクリート製で，1槽につき10

～15尾を入れ天然水を（PH8．3，比重1，024）注水しつつ排卵をまった．排卵は採卵槽に

移した翌日から約20目間にわたってなされた．卵数は平均して1尾から約10万粒得られる

がその一部を採り発生の観察に用いた．幼生発生の観察にはクルマエビの発生つ）を参考と

し変態の時間を予想して適当な時間間隔をとった．なお卵発生および変態を示す時間は標

本中より採集した10個体のうち5個体以上が変態した時間である．

結果および考察

　1．授　精
　排卵時には遊泳脚を前後に動かしているが，歩脚は腹面に密接させ排卵のために排卵孔

を開き同時に雌性生殖補助器（Fig．1）よりの精子の放出を容易にしている．雌性生殖補

助器は第4，第5歩脚の間にあってクルマエビ3）とは異った箱形をしている．また蓋に相

当する部分は部厚く二重に折れまがって開き戸のようになっており中央で閉じ合ってい

る．蓋の両側および後縁は箱の側面上端に密着している．しかし蓋の前縁は箱の前面に蔽

いかぶさっており，第4歩脚の基部の臼状の部分と箱内のよく状骨2）とで圧着されている

（Fig．1，　b，　c）．雌性生殖補助滞留には精子を貯えた精嚢が保持されており，産卵期に

なって排卵が近づいてくると，精嚢内で精子をかためていたゼリー状物質2）が溶け精子が

活発に活動するようになる．熟卵は卵巣腔につながった韓卵管を通して第5歩脚部にある

排卵孔（Fig．1a，　b）から排出されるが、排出にあたっては，卵巣腔および輪卵管壁から

大量に幼若卵が発生し（コウラィエビの研究一皿）熟卵を排卵孔より圧出する．この際，排

卵孔を閉じている膜は開かれるが，輸卵管が熟卵を圧出する圧力によって3mm内外にも

膨大するのに反し，排卵孔の径は排卵後も変らず0．5mm程度である．排卵は1時間以上も

かかり，卵は排卵孔の剛毛，および雌性生殖補助器先端の突起，ならびにそこに生えてい

る剛毛によって雌性生殖補助器の前面を通るように導かれる．同時に雌性生殖補助器め蓋

の前縁はゆるめられ（Fig．1c）そこから精子が放出される・排卵孔から圧出された卵から

はその内部周辺に含んでいるゼリー状物質“y）が卵外にむかって放射状に突出し，放出され

た精子がこれにひっかかり易い状態になってくる　さらに突出した老り一状物質は次第に

卵の囲りに熱し卵をとりまく厚い層となってくるが・突出後10分内外硝失レていダ

　2．卵　内　発　生

　授精直後の卵径は0．13～0．14rnmである．排卵後4～5和して第1極体が現われる（Plate

I1）が，授精膜が卵表から次第に上ってくると第2極体が湖上に出現してくる（Plate

I2）．第1極体と第2極体との位置関係は初めは求心的ではないが，授精膜が高く上って

くるにつれて第2極体も上昇し次第に求心的に配列されるようになる．授精膜がその最大

位置まで上昇したとき直径は0．20～0．24mmとなるが，卵実質は変らず0．13～0．14mmで

ある第2極体はやがて授精膜をはさんで第1極体と接するようになる．卵割は全割であり

かっ等割であって，第1割は18．70Cの水温で産卵後30～40分で始まり2分後に2細胞と
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Fig．　1　Thelycum”奄qand‘jgenital　pore．

　a．　ventral　view　of　the　cephalothrax．　b．　thelycum．

　c　．　diagram　of　the　loosened　closing　apparatus．

なっている（Fig．2，Plate　I　5）．第2割はそれより約20分後におこっているが，割面

は第1割の割面に対して直角である（Fig．2）．以後分割間の時間聞隔は次第忙のびてき

てやがて胚体が生じ，産卵後約10時聞で陥入腔がみられるようになる（Fig．2）．16時間

後にはこの卵の両側が申央部で少しふくらんだような形（Plate　I　4）になる．これは第2

触角の原基であって購出後naupliusの第2肢となるものである．ついで産卵後17時三目

には第2肢の原基の後方に同様な歩出部分が現われてくるが，これは将来大顎となるもの

の原基であってnauplius時代の第3肢となるものである（Fig．2）．19時間たつとこん

どは第2肢の前方がふくらんできて第1触角の原基でnauplius時代の第1肢となる部分

ができる（Fig．2）．やがてこれ等の膨出部は形を整え付属肢らしくなってくる（Fig．

2）．しばらくすると3対の付属肢の先端に剛毛が現われ（Fig．2，Plate　I　6）付属肢

は次第に長くなってくる．また第2肢および第3肢にはくびれがみられる．このあと付属

肢はさらに細長くなり，くびれはそれぞれの付属肢を外肢と内肢にわけるようになる．ζ
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2　Embryonal　development．

の時期を卵内naupliusと呼んでいる（Plate　I　6）．卵内naupliusは卵膜内で胚体膜

に蔽われていて口唇3）および眼点3）をそなえている．産卵後34下目に卵内のnaupliusは

購出するが，艀出に察してはまず屋体膜を破り付属肢を動かして卵膜にさけ目をつくり第

1，第2付属肢で外界にすべり出てくる（Plate　H　1）．このような池内発生の時間経過

についてはTable　1に示すとおりである．これは4月28日に産卵し水温18．7。　C～19．0。　C

の範囲における発生の時間経過である．また，水温が20。C以上になると卵割の速度は速

Table　工．　Change　of　egg．

Time

hr．　min．

，ユ、

　1

　2

　5

　5
ユ0

）　16

1
ワ

19

24

0
8
9
1
1
9
6
－
7
1
2
7
2
0
0

　
1
5
4
0
3
0
1
4
1
4
1
1
0

54　50

Stages

Spawning

2nd，polar－body　sppears

Zygote　begins　its　first　cleavage

2　cells

4　cells

8　cells

16　cells

52，cells

64　cells

Embryo　invagination　cavity　can　be　seen

2nd　antenna　appears

Mandible　appears

lst　antenna　appears

Small　setae　appear　at　the　tips　of　appendages

hstching

．W．　T．　oC

18．ワ。C

19．OoC
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くなるが卵内naupliu＄まで達しないうちに死域するので，18。　C～19。　Cが二三発生には

適温のようである．

　3．幼生の変態
　（］）Nauplius期’

　艀出直後の幼体は泳ぎまわることはできないが，しばらくするとas　2肢で水をかいて時

々動きだす．購出後1時間ぐらいたつとはげしくジグザグに運きまわるようになる．また

光に対しては雛…性を示し明るい方に蝟集するが直射光線に対しては避けている．体形は前

方がまるく大きく後方はやや細くなっている（Fig．3）．またnaupliusは次期に変態す

るまで5回脱皮しその形態を少しづっ変えているので，第1から第6までの亜期に分ける

顎，
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3rd　nauplius，　ventral　view

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6th　Nauplius，　ventral　view

　　　　　　　　　Fig．　5　Nauplius　stage
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ことができる．第1naupliusの体長は0．16mmで体申は前方の部分で0．09mm，後方の

部分で0．07mmである．これをクルマエビ3）と比較した場合その約半分以下であり成体の

場合とは逆である．また，体の腹面先端には赤い眼点がみられpost－1arvaの初期までのこ

っている．2対の付属肢の内外肢は関節でつながったという様子は全くみられず単に分枝

したような形である．また，付属肢の剛毛はまっすぐに伸びほぼ体長程度の長さを示してい

る．この剛毛には第2nauplius以後にみられるような毛はみられない．第1肢では先端

に順に短くなっている3本の長い剛毛がみられ，内側面には先端よりに短い2本の棘カミみ

られる．第2肢は第1肢と同じ長さであるが内外肢に分かれ，内肢には2本の長い剛毛と

1本の棘がその先端に生え内側には2本の棘が生えている．また・外肢の先端には長い2

本の剛毛が生えているがその内側面にも3本の長い剛毛がみられる．第5肢も内外肢に分

かれているがいつれもその先端には5本の剛毛が生えている．体の後部は叉状に分かれて

いてそれぞれ長い剛毛が生えている．口唇は体の前方で下方に突出し半球形状を示してい

るがまだはっきりした形とはなっていない（Fig．3－1）．第1　naupliusは水温19。　C

前後で艀出後3時間たつと大半は99　2naupliusへ脱皮する．以後・脱皮ごとの時間経過

に関してはTable　2に示すとおりである．また・脱皮ごとに成長量は増し体形は次第に

細長くなってくるが最も目立つ変化は剛毛と棘である．第2肢の外寸の剛毛数は脱皮ごと

Table　2．　Larval　development．

Stages

Spawning

lst　nauplius

2nd　nauplius

5rd　nauplius

4th　nauplius

sth　nauplius

6th　nauplius

lst　zoea

2nd　zoea

5rd　zoea

lst　mysis

2nd　mysis

srd　mysis

lst　post－larva

2nd　post－larva

young　prawn

Time　after　spawning
at　natural　water　temp．

d司h・・lm刺・C

0
ー
ム
ー
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4
6
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4
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∩
∠
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0
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7
7
4
6
0
4
6
ワ
ワ
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2
0
2
0
0
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1
0
1
0
1
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0

0
5
5
0
5
0
0
0

oo

0
0
0
0
0
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0
0
0
0
0
0
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18．9
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20．2

19．ワ
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19．2
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temp．　（24．5）C）

da．　1　hr．　1　min．
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8

∩
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ー
↓
り
乙
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U
に
り
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⊥
1
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り
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1
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0
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0
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0
7
7
0
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0
9
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ワ
8
8
1
4
2
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5
1
0
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1
1
1
1
2
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5
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0
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0
0
1
1
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2
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に増加し第1naupliusから第6naupliusまで順次，5本，6本，7本，8本，9本と変

化している．体後部の2本の長い棘には第3nauplius以降するどい剛毛がみられるよう

になるが，この尾部の棘式は第1nauplius期から順次1＋1，1十1，3十5，4十

4，6＋6，7＋7と変化し，第6nauplius期では最長棘をはさむ2棘には短いするど

い剛毛が生えている．また，第4nauplius以後になるとac　2肢の外濠には関節が現わ

れ，先端に近い関節では1本づっ剛毛が生えてくるがクルマエビのような棘3）は生えて

いない．この関節は脱皮ごとに数がふえt：1　4naupliusで6，第：5naupliusで7，第6

naupliusで8と増してくる．さらに，第：5naupliusでは第1肢にも関節が現われはじ

めるが，第6naupliusになると4箇の明瞭な関節を認めることができる．第3肢の関節

は第4nauplius時代から明瞭であって，第5　nauplius以後にはこの関節の内側に球形

のふくらみを認めることができ，その内部の円形の部分は歯が生えているようにみえる

（Fig．5－2）．また，体にも変化がみられ第3naupliusになると口唇に下唇がはっき

りと認められるようになる．また，腹部にはこの時期に4対の顎肢が現われてくるが，

これは将来，小顎，および顎脚となる部分である3）．

　（2）Zoea期

　水温19。C前後で産卵後弓6時間経過するとzoea期に変態する．第6nauplius期から

は約2時間後で脱皮後不連続的にその形態が変ってくる（Fig．4，　Plate皿5）．この期

「・

C
，
、
一
、
・
纏
　
，

鱒：蟹＝

　　　　　　　　　　　　　O．Imm
　　　　　　　　　　　　粥
Fig．　4　lst　zoea，　ventral　view．

．
｛
“
」
τ

多
・…ミ熟

では2回脱皮し5回目の脱皮でmysis期に変態する．それぞれの脱皮時間および体長は

Table　2に示している．体長はzoea期の終りでは当初の約2倍以上にも成長している

が，これは胴部が急激にのびたためである．naUpliUs期からzoea期に変態すると甲殻

が急にはっきりとなり不規則な8角形をして体の前半を蔽っているが（Fig．5，6），側

面は頭胸部の上半を蔽っているにすぎない．nauplius末期にみられる前額器官3）はこの

期でもまた認めることができる。また，第1zoea期の後期には複眼となる部分が突出し

てくる（Fig．5．）．胴部は細長く原体節がみられ第1zoea期の前期では6箇であるが

やがて11箇に増してくる．尾部はnaupliusの叉状部分が肥厚しそれぞれ半球形を示し
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Fig．　5　Zoea　stage，　dorsal　view．

　　　Roman　numerals　show　various　subst4ges．

ている（Fig．5）．また，この部分に生えている棘の棘式は7十7で外側の短い棘を除け

ば全部鋭い短い剛毛が生えている．第1肢は関節によって大きく3つの部分に分けられて

いるが第1節はさらに5つの部分に細く分けられている．第1節の第4関節と第2節の中

程，および第5節の関節部分からは棘がでている（Fig．4）；また，第3節の先端にも4

本の剛毛が生え，その側面には2本の剛毛が生えている；第2肢は肢基が3節に分かれて

いて内枝は2節，外技は10節に分節している．また，この内肢には9本の剛毛が生えてお

り外伎には12本の剛毛が生えている・大顎はnauplius時代箒5肢に相当する部分で南っ

て内，外肢に分かれていたものがこの期になると両r支ともなくなってしまう．また，
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nauplius時代の頭胸部の4対の顎肢はこの期においてそれぞれ第』1小的肢，　as　2小顎

肢，第1顎脚，第2顎脚とはっきりと形を整えてくる．第1小野肢の基節は分節しない

が，先の方は2っに分かれ内側の肢は3節に分節している．・

　各肢には毛が生えた剛毛がみられる．第2小顎肢は第1小顎肢より多少大きくその基節

は同様分節しないが；内側には5箇の半球形の突起がみられる．また，その内方の肢は4

節に分かれているが外方の肢は盃型の特異な形をしている．各々の肢には毛が生えた剛毛

がみられる．第1顎脚は基節が2っに分かれており，内方の肢は5節に分かれているが

外方の肢は分節がみられない．内肢の先端には5剛毛，外肢の先端には3剛毛が生えてお

り外肢の外側には4剛毛が生えている．第2顎脚では基節の分節は不明瞭である．　しか

し内方の肢は5節に分節して

おり各々からは1本つつの剛

毛が生えている．またその先

端からは5本の剛毛が生えて

いる．一一方，外側の肢にはそ

の先端に5本と外側面に3本

の剛毛が生えている．zoea

期では2回脱皮し5回目には

mysisに変態するので，　こ

の期を5っの画期に分類する

ことができる．それ等の形態

は脱皮ごとに多少異っはくる

がその原形は保たれたままで

ある，甲殼はその形が次第に

角張り，後方に伸びてきて胸

心を完全に蔽うようになる。

また第1zoeaの後期に出現

した複眼は第2zoeaになる

と，その形が整えられやがて

前方をむくようになる．眼の

形が整ってくると同時に，眼

の上の甲殼の縁にはするどい

倉出棘3）が現われそれ等の

間から額角9’）が伸びてくる

暴li灘あ懸劉費
えてくる　（Fig．6）が第3

zoea期になると消失する．

しかし額角はますます伸びて
　　　　　　　　　　　　　Fig．　6
くる．体節は第1zoea期の

初期には6節しかみられない
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stage．　Roman　numerals　show　various　substages．
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が，後期になるど11節にふえ6節血胸節に5節は腹節に分かれてくる。また第6番目にあ

たる節間は長く伸び，第2zoea期で生じ始めていた尾節を区切る節が次第に明瞭になっ

てくる．またこれは第5zoea期で完成し第6節となりその側縁および下側縁には棘が生

じかっ尾肢3）も生じてくる，また，胸節には付属肢が生じてくるが第1節目のものは第3

顎脚となって、くる3）（Fig．6）．尾節の棘式は第：2　zoeaまでは7十7であるが，第3

zoeaになると8＋8とかわってくる．また，尾肢にも棘が生え外肢の先端付近には7本

の棘がみられる（Fig，5）．

　（3）Mysis期

　水温190C前後で第3zoea後面2日

目にmysisに変態する．産卵後からは

約2週間目である．形態は一層親の形

に似るようになる．また，体長も1mm

以上になり運動も活発になってくる

（Fig．7）．この期も前の期の場合と

同様2回脱皮し3回目にpost－larva

へと変態するが，脱皮間の間隔は第

2mysis期が特に短く約1日である

（Table　5）．形態上の特徴的変化を

みると，甲殼は頭胸部を蔽いその形は

親と同じようになる．また，nauplius

期以来の第1肢，第2肢は次第に触角

らしくなってくる．しかし，その機能

はまだ遊泳に使用されているにすぎな

い．また，遊泳には発達しきった5対

の爆音が使用されていて第5顎脚も補

助的な役目を果している．このため遊

泳も力強く水槽の転層および上層を遊

ぎまわるが，泳ぐときは頭を下方にむ

けた変則的な形で泳いでいる．この期

では脱皮にともなう形態上の変化は見

分けにくいが体が次第に細長くなって

いくことはよくわかる．甲殼におけ

る眼上船は脱皮ごとに小さくなってい

く（Fig．8）．肝上棘4）は第1mysis

期に出現し同時に前側角棘4）も現われ

てくる．額角は各期とも眼柄より伸び

ているが，その上縁には第2mysis期

では1箇，第：5mysis期では2箇の歯

がみられる（Fig．8）．腹部の体節中

第6腹節目は脱皮のたびによく長く伸
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びてくる．第6腹節の後縁にはその腹部に面したところに長く棘が生じてきて，尾節では

その叉状の突起が脱皮ごとに小さくかつ次第に近づいてくる．また，棘式は8十8で変ら

ないが，第1mysis期では尾節の側方棘が1本であるのに第2　mysis期では2本とな

り第3mysis期には5本となっている．尾肢はよく発達していてその肢基には最初は1

本の棘があるが，第2mysis期以後になると2本となっている．また，尾肢における外

肢の剛毛は2本の棘を含めて16，18，22本と脱皮のたびにふえている（Fig．9）．第1

触角は5節に分かれているが第3mysis；期にはその第1節の基部に平衡器3）があらわれ

てくる．最先端の第3節には2本の鞭毛の原形があり，外方には6本内方のものには2本
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　　　　　　　　　show　various　substages．

の剛毛が生えている．しかし第3mysis期になると内方，外方ともに2節にわかれてい

て内方の剛毛は4本となる．また，外方の独特な6本の剛毛は感覚毛3）である．第2触角

の基部は2節に分かれており，第1飾のふくらみのなかには排泄器官2’3）が生じている．

外肢は平たくなっており毛が生えた剛毛はそれぞれの期で順次11本，19本，23本と増して

くる．内肢は棒状で先端に4本，内側面に2本の剛毛が生えているが，第2mysis期で

は先端の2本のみとなり第3mysis期では3本となっている．また，その内肢は4節に

分かれている（Fig．10）．歩脚は最初から脚基2●4）が2節に分かれていて第1歩脚～第3

歩脚にはその先端にはさみがあらわれはじめる．これは第31nysis期になるとますます

明瞭になってくる．さらに第2mysis期では第1歩脚～第5歩脚は4節にわかれている

が，第3mysis；期になると5節にわかれてくる．しかし残りの2歩脚は第：2　mysis；期

から5節にわかれたままである、遊泳脚はmysis期では本来の機能は働かないが，第1

mysis期でその芽が出始め第3mysis期になると長くのび2節に分かれてくる．またそ

の先端には2本の剛毛が生えている（Fig．8）．

　（4）　Post－larva；期

　第5mysis期になってから水温19’C前後で約3目後に第1　post－larva期へと変態す

る．産卵してからは約21日目である（Table　2）．この期になると遊泳脚によって水平に

泳ぎまわるようになる．ことに第3post－1arva期以後は水底をはいまわりはじめるが，

本洛的になるのはpost－larva期の中間頃からである．この期では脱皮回数が多く2C回以

上である．したがってこの期の期間も長く約1ケ月ほどで，その間に脱皮しつづけ少しつ

つその形態を修正し親と同一の形態になり，体長約3cm近くにまで成長する（Table　2）．

第1post・larvaでは額角の相対的長さがmysis期より減じ眼柄とほぼ等しくなる．ま

た，額角背面の歯は2歯で第3mysis期と変らないが，第2期で3歯となり第5期では

5，第8，9期では上縁で6歯，下縁で2歯と増し額角の長さも伸び眼柄の1．5倍とな

る．18post－1arva期になると歯数は上縁で8，下縁で3或いは4となり成体の数と同じ

になる．眼上棘は第1期から全く消失しているが，申期以後の期になると再びあらわれ他

の棘もますますはっきりとしてくる，胴部ではmysis以来第5，第i　6節の外骨酪の側方

後縁の中央部に棘がみられるが，第6節のものは持に長い．尾節の叉伏は消失しかかって
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　　　　show　various　substages．

いるが第2期まではこの様子がかすかに認められる（Fig．11）．しかし笛3期以後は叉状は

みられず申央部が逆に突出してくる．また，尾節の棘で側縁の3本以外は次第に消失して

くるが成体ではこの3本も消失している．第1，第2期における尾節の棘式は8十8で6

～7期まではかわらない．尾肢は第1期においては第3rnysis期とほとんど変りないが，

第5期以上はその外肢が尾節より長くなる．第1触角ではその基部の平衡器●3）が一層は

っきりしてくる（Fig．11）．また，第3節の先端にある外べんは第1期では2節であるが

第2期では5節となっている．さらに第5期では4節となり第8，9期では9節と増加し

ている．内べんも次第にその節を増してくるが第1期では3，第2期では4，第4・5期

では5，第9期では／2と増してくる，外べん上の感覚毛は第4・5期には外べんの先端

から第5節上にかたよってくるが，脱皮にともなって次第に下方の節にうつってくる．第

2触角外肢は第1期から第3期までは前の巾が基部の巾より大きいが，第4・5期からは
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等 巾になり第12・13期 ては前方が基部

の巾よりやや小 さくな っている.し か

もその外側は部厚くかたいふちとなっ

てい る また,内 肢は第1期 ては 外

肢より短いか第4期 になると外肢よ り

長 くなる　歩脚てはその脚基が2節 に

分かれていて内肢は5節 にわかれてい

る 外肢は第2期 から消失 しているが

第4・ 第5脚 には中期頃に再ひ現われ

て くる ま た,4・5期 か ら第1か

ら第4歩 脚まての基部には,関 節鯉が

みられるか第5脚 にはあらわれてこな

い 遊泳脚は歩脚 と異 ってpost　larva

期に出現 し完成されるからその形は急

速に変化 してくる 脚基は最後まて無

節てあ り茎部は第1期 から第6・7期

頃まては巾がせまいが,そ の後は次第

に巾を増 してくる また剛毛は第1期

て8～10,第5期 て18～20,第13第14

期て30と 増加 してい る しかしその剛

毛の長さは逆に次第に減 して くる 第

8・9期 には内肢か生 してくるが剛毛

はまた生えていない この内肢 も脱皮

ことに長 くな り,最 終回の脱皮時には

周辺に毛か生え外肢の2/3程度の長 さに

な っている

Fig 11 1st post-larva, ventral  view

要 約

授精の状況,卵 内発生,幼 生発生に

ついてその形態的特徴を記載 した

排卵 と同時に雌性生殖補助器の蓋に

相当す る部分の前縁を締めつけてい

る第4歩 脚基部の臼状のものがゆるめられ,補 助器の両側前方か ら精子が放出される 排

出卵は排卵孔縁辺およひ生殖補助器前端の突起に生えている毛によって生殖神助器の開口

部に導かれてくる　同時に卵内のゼ リー状物質は外部に突出 して放出された精子かひっか

かり易いようになり,投 精を容易にしている 授精された卵は水温18'～20℃ の間ては34

時間30分後に購化する その間の卯の発生についてはTable1お よひFig2,PlateI

に示すとお りて あ る また孵化 後6日 間てzoeaに 変態 し,14目 半てmyslsに21日

てpost　 larvaに 変態する　そして50目 目に稚エヒへと変態を完成するかその間の時間経
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過,温 度等についてはTable1に 示 している また,そ れぞれの変態過程については

Fig.3～Fig.11お よびPlate2に 示 しているが,幼 生の変態速度は卵発生同様水温の

影響を受け易 く,適 温24°Cで は全変態の経過時間は前者の2/3程度 となる.
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              Explanation of Plates 

Plate I. Embryonal development. 
 1. 1st polar body appear on the cytoplasm of the fertilized egg. 

 2. 2nd polar body appear. 
 3. 1st cleavage. 

 4. Embryo swelling their middle part, the root of 2nd appendage. 
 5. Nauplius in egg-membrane, 25 hours after spawning. 

 6. Nauplius in egg-shell before hatching. 

Plate  11. Larvae. 
 1. Nauplius stage, immediately after hatching. 

 2. 3rd nauplius stage. 
 3. 2nd zoea stage. 

 4. 3rd mysis stage. 
 5. Young prawns,  76 days and 100 days after hatching.



86
がゆがゆホくザザサ　らげノめ

訂，

毛　　　　t＋

章
躍

此

此
ボ
許

弼

岡：コウライェピPenaetss　Orientalis　K：smNouyEの研究一一V

　　Am　”　 v1’　　　v　慨　耀ヅ　…燭耀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

　
　
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
測
串
　
　

ど
藁
妖
曳
受
許
　
苧
苧
党
（
　
　
，
　
甘
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
う
ザ
　

隣
誌
識
淋
離
隔

　
・
　
　
　
、
　
　
　
　
卜
　
二
戸
偲
メ
謡
ゾ
孚
評
ひ
　
　
　
　
　
・
　
　
㍗

　
・
　
　
／
・
　
　
　
　
　
　
・
　
．
・
　
㌔
壕
岳
＾
畔
　
　
　
　
皆

　
　
p
・
　
　
蹴
　
㌔
　
　
　
　
／
　
　
》
｛
践
冗
解
熱
ど
除
臨
　
　
　
　
　
茸
謡
4
孟
曳

ぎ∴　・

－

1
～
≧
　
蒙
ε
　葦
（
罫
睾
爵

．2

f

多

匙
匙

lp　　　　　t

A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臓

鮎．　▲

。　　　　　　嫁
　ぎ．　　　ごξ窒繊麗’第灘　離、．

宵

灘
嘱
、：嚇

冗㌔

噛納艀

／
』

簿　1簿番1
　　毒灘瓢
　　1欝欝

灘蕪

6
，

講
掛

舞
鶴
短
極
ボ
畿

　
　
　
　
　
　
ズ
　
ゲ

　
　
ク
　
ウ
　
　
ち
ト
お

。
．
　
h
藁
蓑
臨
爵

　
ヅ
〆
凱
．
錐
彫
ξ

磯
灘
欝
餓

Plate　1



長崎大学水産学部研究報告　第25号（196ワ）

℃．　
　
鱗
贈
、
。

ワ8

Plate亙


